
平成２２年８月２５日 

 

阪南市長 福山 敏博 様 

阪南みらい会議委員一同 

 

新総合計画・将来の都市像について（提言） 

 

貴職におかれては、市が当面する様々な課題の解決に加え、市の将来を見据

え、市民参画・協働のもと自立した市政運営を行い、住んでよかったと思える

まちづくりに鋭意取り組まれていることに大いに期待しています。 

私たち阪南みらい会議委員は、本年２月から７月までに１４回の会議を開催

し、市民主導の会議であったため、戸惑うことも多々ありましたが、それぞれ

の想いの集約に努め、下記のとおり将来の都市像を取りまとめましたので提言

します。 

この将来の都市像は、委員からの多種多様な想いの中から共通項として取り

上げたものであり、多くの市民が同様の想いを持つものと考えます。 

新総合計画の策定までの過程において、適宜、市民と意見交換する機会を設

け、多くの市民の賛同を得られる新総合計画の策定にご尽力いただくとともに、

今後も参画の機会を設けていただくようお願いします。 

 

記 

 

【将来の都市像】 

ともにさかそう笑顔
えがお

とお互
たが

いさまのまち 阪 南
はんなん

 

○安 全
あんぜん

安 心
あんしん

のまち 

○助
たす

け合
あ

いのまち 

○自然
しぜん

、歴史
れきし

、 産 業
さんぎょう

を活
い

かしたまち 

○官 民
かんみん

協 働
きょうどう

のまち 

 

自分を取り巻く人や自然等の環境を慈しみ、思いやり、繋がりながら【お互

いさま】、市民・議会・行政が協働して【ともに】、市内に花を咲き誇らせ、緑

を大切にして自然を守る【花を咲かせる】、産業や地域資源を活かしてまちを発

展させる【まちを栄（さ）かせる】、人（人財）を大切にする【人を咲かせる】

ことによって、市民みんなから笑顔がこぼれる【笑顔を咲かせる】まちにして

いこう、という想いを込めています。 



 

資料…１ 阪南みらい会議・開催実績 

 

回数 会議開催日 会議形式 議題等 

第 1 回 平成 22 年 2 月 12 日 全体会議 市長挨拶、メンバー紹介、 

会議の趣旨説明、 

会議の進め方の協議 

第 2 回 2 月 23 日 同上 会議の進め方の協議 

各人の想いの発表 

第 3 回 3 月 8 日 同上 各人の想いの発表 

第 4 回 3 月 25 日 同上 同上 

第 5 回 3 月 30 日 同上 同上 

第 6 回 4 月 8 日 グループ会議 

→全体会議 

グループで想いを議論・集約

して発表し、意見交換 

第 7 回 4 月 21 日 同上 同上 

第 8 回 4 月 30 日 同上 同上 

第 9 回 5 月 15 日 全体会議 会議の進め方の協議 

第 10 回 5 月 28 日 同上 各人の思いをある程度集約し

たものを発表 

第 11 回 6 月 10 日 グループ会議 

→全体会議 

まちづくりの想いの共通のも

のをグループで議論・集約し、

グループで集約したものを発

表し、意見交換 

第 12 回 6 月 16 日 全体会議 まちづくりの想いの協議及び

集約に向けての意見交換 

第 13 回 6 月 29 日 同上 まちづくりの基本理念の集約

及び提言内容の協議 

第 14 回 7 月 9 日 同上 まとめ及び提言書についての

協議 

第 15 回 

市 長 

報告会 

8 月 25 日  市長への提言 

 



 

資料…２ 阪南みらい会議・委員等名簿 

 

  氏   名 フ リ ガ ナ 

委員 浅井 妙子 アサイ タエコ 

委員 安達 知浩 アダチ トモヒロ 

委員 石川 真規 イシカワ マサキ 

委員 猪俣 健一 イノマタ ケンイチ 

委員 岩井 龍三 イワイ リュウゾウ 

委員 太田 将和 オオタ マサカズ 

委員 大鍔 英治 オオツバ エイジ 

委員 岡 保正 オカ ヤスマサ 

委員 岡部 憲欣 オカベ ノリヨシ 

委員 尾上 修一 オノウエ シュウイチ 

委員 垣又 政人 カキマタ マサト 

委員 川田 歩実 カワタ アユミ 

委員 小路 公也 ショウジ キミヤ 

委員 田中 幸司 タナカ コウジ 

委員 釣舩 廣子 ツリフネ ヒロコ 

委員 寺嶋 勝治 テラシマ カツジ 

委員 藤原 祥男 フジワラ サチオ 

委員 堀 正夫 ホリ マサオ 

委員 室谷 雅美 ムロヤ マサミ 

委員 山代 真司 ヤマシロ シンジ 

委員 横浜 勇吉 ヨコハマ ユウキチ 

アドバイザー 
久 隆浩 

（近畿大学総合社会学部教授） 
ヒサ タカヒロ 




